
1

令和８ （２０２６）年度

当初予算案のポイント

令和８年２月 相模原市

令和８年２月１０日
定例記者会見参考資料

一人ひとりの暮らしに寄り添い

未来を築く予算
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予算規模

特別会計 ２，１２５億円

＜対前年度比＞ ＋９８億円（＋４．８％）

一般会計 ４，０５５億円
＜対前年度比＞ ＋ ３０５億円（＋８．１％）

過去最大

※ 一般会計＋特別会計 ６，１８０億円
＜対前年度比＞ ＋ ４０３億円（＋７．０％）

公営企業会計 ３４２億円

＜対前年度比＞ ＋２３億円（＋７．１％）

概 P.1

過去最大
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歳入のポイント

・市税収入の堅調な推移 １，４９３億円（＋ ５５億円・ ３．８％）

・普通交付税の増 ３１６億円（＋ ３４億円・１２．１％）

・市債の積極活用 ４００億円（＋１３９億円・５３．１％）

建設債 ３９２億円（＋１３９億円・５４．９％）

災害復旧債 ８億円（± ０億円）

臨時財政対策債 ０億円（± ０億円）

歳出のポイント
・投資的経費は前年度に続き大幅増 ５１８億円

（＋１４４億円・３８．７％・構成比１２．８％）

小中学校長寿命化改修事業、道路改良事業、ＬＥＤ照明の導入など

・扶助費は引き続き増加 １，２０１億円（＋４２億円・３．６％・構成比２９．６％）

社会保障関連経費の自然増 など

投資的経費は過去最大
歳出予算の構成比も指定都市平均並みの水準を維持

一般会計予算の増減要因

！ 市税収入は過去最大

！

概 P.34～38

概 P.39～45

（）の数値はいずれも対前年比比較
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笑顔で健やかに

暮らせるまち

ＰＯＩＮＴ ３

安全で安心な

暮らしやすいまち

ＰＯＩＮＴ ４

活力と交流が

新たな価値や魅力を

創造するまち

ＰＯＩＮＴ ５

その他の

新たな取組等

ＰＯＩＮＴ ６

ＰＯＩＮＴ １

夢と希望を持って

成長できるまち

物価高騰に負けない

経済対策

ＰＯＩＮＴ ２

凡例

概 P.00：当初予算案の概要の掲載ページ 新 ：新規事業 拡：拡充もしくは一部新規を含む事業



5

ＰＯＩＮＴ １

夢と希望を持って成長できるまち

「相模原市子育て応援条例」に基づく施策を総合的に推進するとともに、市民の皆様や民間企業との協力関
係を一層深めていくことで、子育て世代が社会全体に温かく見守られ、喜びを実感しながら安心して子育てを
することができる社会づくりを推進します。

ＰＦＩ手法により整備する学校給食センターの運営開始により、
新たに中学校１０校において、全員喫食を開始します。

令和８年１２月より中学校給食提供を実施予定
【中央区】小山中、上溝中、上溝南中、清新中、田名中、中央中、
【緑区】 相原中、旭中、内出中、大沢中
※城山学校給食センター（北相中、内郷中）、

津久井学校給食センター（藤野中）を含め、全体では新たに１３校で開始予定

大島学校給食センターの運営開始による全員喫食の一部開始 ２億３，６６５万円

児童が安全に過ごせる朝の居場所の在り方を検証するため、
朝の居場所づくり事業を小学校３校でモデル事業として実施します。

令和８年７月上旬より開始予定
（午前７時からの受け入れを想定）
緑区：旭小学校
中央区：星が丘小学校
南区：大野台中央小学校

児童が安全に過ごせる朝の居場所づくり ４８９万円

新

※３月補正予算（No2）において、施設整備に関する経費として、４６億１，５０６万円を計上

概 P.5,23

概 P.17

新

！ 上記のほかに、新規施策として、
・妊婦の方を対象にＲＳウイルス感染症定期接種
（令和８年４月開始予定・自己負担無し）
拡充施策として、
・通学距離が概ね２㎞以上で公共交通機関を利用する
児童生徒を新たに通学助成の対象とする
等の支援を実施します。
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令和９年３月に閉校予定の並木小学校跡地を活用した
学びの多様化学校を整備します。
【令和１１年度に開校予定】

学びの多様化学校の整備 ８，３０１万円

メタバースを導入し、不登校児童生徒の学びの場の確保及び
全ての児童生徒の創造性・表現力の向上等を図るため、新たな
オンライン学習システムを構築します。

【令和8年10月から運用開始予定】

教育メタバースの活用 ５，１５９万円

！
上記のほかに、フリースクール等に通う児童生徒の保護者への補助金交付や青少年
教育カウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置による支援なども継続して
いきます。

不登校対策事業 ８億５，３８９万円

（メタバースのイメージ）

新概 P.5,22

新

「さがそうみらい みんなでつながる アクションプラン ～相模原市不登校総合対策実行計画～」に
基づき、学びの多様化学校の整備、校内教育支援センターの拡充やメタバース空間の整備など、多様
な学びの場の確保に取り組み、誰一人取り残さない教育を推進します。

学校での定期健康診断を受けることができず、健康上の問題な
どが見逃がされているリスクのある不登校児童生徒の健康状態
の把握するため、学校外での健康診断（内科検診、歯科検診）を
実施します。

【令和8年7月から開始予定】

学校外健康診断の実施 ３１８万円新

概 P.5,22

概 P.22
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〇タブレット端末の導入によるＤＸ化 9,489万円

（児童相談所等での支援強化）

More!!

※ボックス型授乳施設のイメージ

子育て世代の利用環境の更なる充実を図るため、庁舎や
図書館、相模大野図書館、橋本図書館に授乳室を設置します。

【設置予定場所】
市役所本庁舎、南区合同庁舎、
図書館、相模大野図書館、橋本図書館

ボックス型授乳施設の設置 ６８８万円拡

拡

概 P.16,23

子育て世帯にとっての魅力度のさらなる向上を図るため、
相模原麻溝公園にロング滑り台や複合遊具等を整備します。

【整備期間】令和８年から令和９年度までを予定

大型遊具（滑り台）の整備 ４億３，４３６万円新

概 P.19

子育て世帯の経済的負担を軽減し、子ども自身が望む学校へ進学できるよう、
低所得者世帯に交付しているスタディクーポンを多子世帯の中学校３年生及び
義務教育学校９年生に対象を拡充して支援します。（年間最大１２万円を補助）

【拡充対象世帯】多子世帯（２３歳未満の子を３人以上扶養している世帯）
※現行は低所得者世帯のみ

進学に向けた学習塾代等の経済的支援 ２億２，６４５万円

概 P.4,22

拡

※複合遊具のイメージ図

〇５歳児健康診査 ２，０２２万円

（子どもの発育や発達状況を確認し、安心して就学準備に向かえるように支援）【令和8年４月から開始】

新



8

笑顔で健やかに暮らせるまち

少子高齢化、人口減少社会が進行する中、複合化・複雑化した課題へ分野横断的に対応するため、包括
的な支援体制の整備、市民の健康づくりの推進、医療体制の確保など、誰一人取り残さない地域共生社会
の実現に向けた取組を着実に推進します。

ＰＯＩＮＴ ２

障害の有無にかかわらず、あらゆる人の尊厳が守られ、安全で安心して暮らすことの
できる「共にささえあい 生きる社会」の実現に取り組むために障害福祉相談事業等を
引き続き実施するとともに、障害者理解の促進のための講座を実施します。

【障害者理解促進事業において、新たに「共にささえあいサポーター」養成講座を実施】

共にささえあい生きる社会づくりの推進 １億６，７０８万円

個別給付から福祉の基盤整備へと障害者施策の転換を
図るため、令和８年度は、医療的ケア児等コーディネーター等
による相談支援体制の強化など様々な事業に取り組みます。

障害者施策における

福祉の基盤の充実 ７億６，８７０万円

概 P.14

概 P.14
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！ 上記のほかに、令和７年度３月補正（No1）において、

「かなちゃんパス」購入費用の自己負担分への一部助成を実施します。
（助成額：1年券の5割助成(27,000円) 対象者：令和8年度に70歳以上になる方）

（仮称）さがみはらシニアフェスティバル 476万円
≪高齢者の生きがいづくり等の事業を実施≫

More!!
新

高齢者や障害のある方が外出しやすい環境の整備に向けて、
地域主体の移動支援の取組に対して支援を実施します。

また、津久井地域においては、「けんこう号」による介護予防事業の送迎や
福祉有償運送を行う団体へ一部助成を実施します。

高齢者等の移動支援 ８，０９２万円

認知症施策の推進 １億５，４７２万円

上記のほかに、高齢者施策として、令和７年度３月補正（No1）において、

帯状疱疹予防接種費用の自己負担分への一部助成について、対象年齢及び助成内容を拡充して実施します。
対象者：①令和８年度に65歳以上になる市民

②60～64歳でHIVによる免疫不全者（身体障害者手帳1級相当）
助成内容：従来の助成（半額相当）に加えて、4,000円/回を助成
自己負担：生ワクチン…無料 ・組換ワクチン…12,000円（6,000円×２回）

認知症に関する正しい知識や理解を深めるための普及啓発等を
図るとともに、相談支援体制を充実するほか、チームオレンジの取組等を通して
認知症とともに暮らせるまちづくり（共生社会）を推進します。

！

概 P.15

概 P.15

（参考）予算額：３億９，２８２万円

（参考）予算額：１９億３，８３３万円
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安全で安心な暮らしやすいまち

市民のくらしの安全・安心を確保する観点から、消防車両の整備により消防力の強化を進めるほか、新
斎場整備に係る基本計画を策定、また、公共施設等の長寿命化を着実に推進すると共に、道路及び公園
等の維持管理に要する経費も、引き続き確保しています。

学校施設（小中学校校舎）や市営住宅、道路など

公共施設の長寿命化事業費

２０５億６，０３１万円

ＰＯＩＮＴ ３

！ このほか、維持管理経費についても、
適切に予算を確保しています。

津久井地域の青山に新斎場を整備するため、基本計画の策
定や、関連道路の用地取得に向けた測量などを実施します。

また、市営斎場の長寿命化改修や冬期における火葬に
係る利用時間の延長など、増加する火災需要への対応を図り
ます。

【新斎場整備】
関連道路整備に向けた測量等を実施予定
【市営斎場】
市営斎場長寿命化改修・運営事業者選定を実施予定

喫緊の課題である火葬需要増加への対応 １億６，１３８万円

老朽化したひばり放送の設備の更新にあわせて、高性能タイプのスピーカー
を設置するなど、市民への情報伝達機能の向上を図ります。

【更新整備】令和８年から令和１２年度まで実施予定

防災行政用同報無線（ひばり放送）の更新整備 ２億１，３０７万円新

概 P.8

概 P.7

概 P.12
（従来型） （高性能型）

拡
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活力と交流が新たな価値や魅力を創造するまち

本市が将来にわたって成長と発展を続けていくため、多くの人や企業に選ばれる魅力的なまちづくり
を進め、都市機能の集積や産業の活性化につながる取組を着実に進めていきます。

ＰＯＩＮＴ ４

広域交流拠点にふさわしい魅力あるまちづくりを進めるため、リニ
ア中央新幹線の駅設置を見据え、土地区画整理事業や街路事業に
係る設計、土地利用の検討等を実施します。

令和８年度の主な事業
・土地区画整理事業や街路事業に係る設計、土地利用の検討等
・橋本駅南北を連絡する自由通路（京王電鉄区間）の調査設計（基礎調査）

リニアまちづくり 関連推進事業 ８億３，３０２万円

広域交流拠点にふさわしい魅力あるまちづくりを進めるため、
相模原駅周辺の土地利用や都市基盤の検討及び
関係機関との協議を実施します。

令和８年度の主な事業

・相模原駅北口地区土地利用計画の内容の精査・検討等
・連続立体交差事業実施の可能性の調査

相模原駅周辺まちづくり推進事業 ８，２２３万円

（相模原駅北口地区土地利用計画からの抜粋）

※土地利用の
イメージ図

概 P.5,21

概 P.5,21
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ＰＦＩ手法による鹿沼公園及び複合施設の整備・運営に向け、事業者
選定を行うほか、 (仮称)駅前市有地活用等基本計画の策定のため、
３Ｄ都市モデルを活用した人流予測によるまちづくりのシミュレーション
等を行い、複合施設整備後の跡地活用などに向けて検討します。

淵野辺駅南口周辺のまちづくり ５，３８５万円

「第２次市新道路整備計画」等に基づき、周辺都市や市内の拠点を結ぶ主要幹線道路、
都市計画道路等の整備を実施します。

道路整備事業 ４３億３，５８５万円

新たな拠点の形成を目指し、第一整備地区における市施行の土地区画整理事業による市街地整備を
推進するとともに、北部・南部地区における組合施行の土地区画整理事業による市街地整備を促進します。

麻溝台・新磯野地区整備推進事業(北部・南部地区) ２億９，６５７万円

麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業 ２５億２，０５８万円（特別会計）

概 P.5,21

概 P.7

概 P.5,20

県道５２号（相模原町田）立体交差部
（道路の切替え及び仮踏切の様子）

津久井広域道路
（施工中の様子）

※上記のほか、ＰＦＩ手法による鹿沼公園及び複合施設の整備・運営にかかる経費について、
令和２７年度までの債務負担行為（限度額255億2,346万円）を設定
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その他の新たな取組等

ＰＯＩＮＴ ５

令和９年３月から横浜市で開催予定の２０２７年国際園芸博覧会
（GREEN×EXPO 2027）において、屋外庭園の出展に向けた
取組を進めます。

【開催期間】令和９年３月１９日から令和９年９月２６日まで

国際園芸博覧会への出展 １億２，１８９万円新

民間活力を導入し、地域資源を生かした体験事業や飲食・物販の提供、
情報発信を行い、賑わいと交流を生み出すために小原の郷を改修します。

【令和９年１月にリニューアルオープン予定】

小原の郷（中山間地域振興モデル地区）改修事業 ３億 ６８３万円新

まちの魅力向上や安心して子育てできる環境の実現に向け、相模原駅北口周辺で
自動運転バスの実証運行に取り組みます。

【相模原駅北口（スポーツ・レクリエーションパーク周辺）での実証運行を予定】

自動運転（子育て応援バス）の実証運行 ５，８７０万円新

概 P.21

概 P.19

概 P.26
・©Expo 2027
・公式マスコットキャラクター トゥンクトゥンク
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スクールバスの空き時間を活用した移動支援を実施します。
【運行予定】①藤野駅～和田

②藤野駅～やまなみ温泉～奥牧野

スクールバスの空き時間を活用した移動支援（公共ライドシェア） ２，７２０万円

中山間地域の交通不便地域における移動制約者等の生活交通を確保するため、ＡＩオンデマンド
システムの活用などを含む乗合タクシーの実証運行を実施します。

また、都市部への導入可能性について、実証実験を実施します。
【乗合タクシーの運賃を２か月無料とする試行事業を実施予定】（令和８年７月から８月まで）
【乗合タクシーの認知度向上・利用促進のため、車体ラッピングを実施予定】
【都市部への導入検討：相模台地区の一部及び東林地区の一部において実施予定】

乗合タクシーの運行 １億９，０７２万円

移動支援事業 ４億３，０８９万円

新

拡

一部地域のバス路線の廃止への対応や日常生活に必要な移動手段を確保するため、
様々な支援事業を実施します。

！ 上記のほか、本スライドP.9の高齢者等の移動支援事業として、「かなちゃんパス」の
購入費用の自己負担分への一部助成を実施します。

概 P.3,21

概 P.3

〇グリーンスローモビリティの運行 ６５９万円

More!!

拡

〇コミュニティバスの運行 4,441万円

〇中山間地域のバス路線の運行経費支援 １億６，１９７万円



市立小学校及び義務教育学校(前期課程)の学校給食費について
保護者負担を求めることなく学校給食を提供します。

また、保護者の負担額を増やすことのないよう、市立中学校及び
義務教育学校（後期課程）の食材費の一部を支援します。

【小学校給食】食材費を全額支援（保護者負担無し）
◎食材費を給食費負担軽減交付金・重点支援地方交付金等で全額支援（１８億６，１８９万円）

【中学校給食】食材費のうち、物価高騰分を支援
◎食材費のうち、物価高騰分を重点支援地方交付金で支援（１億６，１１１万円）

15

物価高騰に負けない経済対策
国の物価高騰対応重点支援地方交付金等を活用し、物価高騰支援・経済対策支援を行います。

ＰＯＩＮＴ ６

市立小中学校・義務教育学校の給食費支援 ２０億２，３００万円
（うち、重点支援地方交付金２億６，２６７万円）

農業者への肥料・畜産農家への飼料購入費支援 ２，２３８万円

肥料・飼料の価格高騰に直面する農業者・畜産農家の負担軽減を図るため、価格上昇分の一部を支援します。

拡

概 P.4,23

概 P.19

！ このほか、保育所等への物価高騰支援に関する予算として、４億１，０４５万円を計上しています。
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17

（参考）計数資料

歳入総額は４，０５５億円で、主な内訳は、市税が１，４９３億円（構成比３６．８％）、

国庫支出金が約８３８億円（同２０．７％）、譲与税・交付金が約３３７億円（同８．３％）、

市債が約４００億円（同９．９％）などとなっています。

（１）歳入

＜歳入構成＞

＜歳入予算の状況＞ 単位（千円）

概 P.34



18

（参考）計数資料

歳出の目的別※の内訳では、

民生費が約１，６８４億円（構成比４１．５％）、教育費が約７１８億円（同１７．７％）、

総務費が約４５５億円（同１１．２％）、衛生費が約３４５億円（同８．５％）などとなっています。

※ 行政サービスの目的や組織に応じた分類

（２）歳出

＜歳出予算の状況（目的別）＞

＜歳出構成（目的別）＞

単位（千円）

概 P.39
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（３）市税収入の推移

（参考）計数資料

単位（億円）

（４）扶助費の推移 単位（億円）

概 P.36

概 P.43

※令和６年度までは決算額、令和７・８年度は当初予算額

※令和６年度までは決算額、令和７・８年度は当初予算額
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（参考）計数資料

52
93

117 131
85 88

118
162

261

400

134
175

210 218

148 151
184

252

373

518

0

100

200

300

400

500

600

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

建設債等 投資的経費

単位（億円）

R8R7R6R5R4R3R2R1H30H29

40026116211888851311179352建設債
等

518373252184151148218210175134投資的
経費

単位（億円）

（５）建設債と投資的経費の推移 概 P.34,44
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（参考）計数資料

（６）市民一人当たりの予算額 概 P.47

単位（円）

 
費 目 

Ｒ８当初予算額

（千円） 
一人当たりの 
予算額（円） 

議会費 1,179,867 1,636 
総務費 45,513,014 63,094 
民生費 168,365,460 233,404 
衛生費 34,515,079 47,848 
労働費 698,160 968 
農林水産業費 1,098,279 1,522 
商工費 15,003,296 20,799 
土木費 31,468,786 43,625 
消防費 10,833,761 15,019 
教育費 71,839,974 99,591 
公債費 23,782,424 32,969 
その他 1,201,900 1,666 

合計 405,500,000 562,141 


